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本レポートは、信金中金の海外駐在員等が最新のトピックスについて報告します。今回は、足もと

円安基調にある日本円の為替動向と海外子会社による資金調達への影響についてご紹介します。

お取引先との意見交換時に、本稿をご参考いただけたら幸いです。 

  

 

 連日報道されている日本円の為替動向について、海外に進出している信用金庫取引先（国内親

会社）においては、為替の変動が海外子会社との間で発生する取引に影響し、取引内容によっては、

為替変動の結果が為替差損益となって決算に影響を及ぼすことから、特にその動向への関心が強

いと思われます。 

 本稿では、足許の円相場の動向を振り返ったうえで、為替変動による海外ファイナンスの影響に

ついて、主要な資金調達手段である親子ローンを例に取り上げたのち、為替リスクを回避した資金

調達手段のひとつであるスタンドバイＬ／Ｃについて、ご紹介します。 

 

 １．日本円の為替動向について 
 

 2022年３月時点の米ドル円相場は、１ドル＝115円台でスタートしましたが、日米の金利差拡

大により、低利の円が売られ、高利回りの見込まれるドルを買う動きが加速したこと等から、

2022年４月 28日には一時１ドル＝130円台に達するなど、約 20年ぶりの水準となりました。

本稿の執筆時点においても、１ドル＝128円前後で推移しており、市場関係者の間では、今後も

金利差拡大は継続するとの見方が優勢であることから、円安の長期化が予測されています。 

 そのほか、日本の低い経済成長率や資源価格高騰による貿易収支の悪化等を背景に、米ドル

以外の他国通貨に対しても円安の広がりを見せており、取引先の主要な海外進出先である

ASEAN 諸国においても、対円レート、実質実効為替レート※ともに、現地通貨高・円安となって

おります。 

 今月のトピックス： 

１． 日本円の為替動向について 

２． 親子ローンの為替変動による影響について 

３． 為替リスクを回避した資金調達手段について 

 ※ 実質実効為替レート 

 通貨の総合的な価値を測るための指標です。具体的には、ある通貨（例：日本円）と対象となる全通

貨（例：中国元、米ドル、ユーロ等）との 2 通貨間の為替レートを貿易額等で加重平均した上で、物価

による変動分を除いて算出します。基準時点を 100 とし、数値が増大すれば当該通貨の価値が上昇、減

少すれば当該通貨の価値が下落となります。なお、実質実効為替レートは、物価による変動を加味しな

い名目実効為替レートよりも、通貨の真の力が反映されやすいと言われています。 

 

 

 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 

 続きを読む  

https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_02/mn05.pdf

